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平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）、
国
や
地
方
公

共
団
体
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
病
院
な
ど

33
機
関
、
約
６
０
０
人
が
参
加
し
、
国
民
保

護
法
に
基
づ
い
た
大
分
県
国
民
保
護
共
同
実

動
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
政
府
、
関
係
機
関
お
よ
び
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
実
動
に
よ
る
共
同

訓
練
を
実
施
し
、
関
係
機
関
の
機
能
確
認
お

よ
び
関
係
機
関
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
平
成
17
年
か
ら
毎
年
、
複
数
の
県
で
実

▲大分駅のプラットホームに横たわる被害者役の学生たち。冷たいコンクリートの上で、迫真の訓練

▲大分DMATによるトリアージ、
　救命治療訓練の様子

▲救急車で病院搬送される
　被害者役の学生

　

最
後
に
行
わ
れ
た
修
了
式
で
は
、
訓

練
時
の
学
生
た
ち
の
真
摯
な
姿
勢
に
対

し
て
、
主
催
者
側
か
ら
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
こ
の
訓
練

は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処
置
、
搬
送

な
ど
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る
看
護
技

術
を
被
害
者
役
側
か
ら
見
る
こ
と
で
、

新
た
な
学
び
の
場
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

施
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
訓
練
で
す
。

　

今
回
の
被
害
想
定
は
、
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
に
停

車
し
た
列
車
内
に
お
い
て
爆
発
物
が
爆
発

し
、
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
す
る
と
と
も

に
、
市
内
の
複
合
商
業
施
設
で
爆
発
物
が
発

見
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
学
は
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
地
域
看

護
学
概
論
の
履
修
生
（
２
年
次
生
）
79
名
と

昨
年
度
結
成
さ
れ
た
大
学
生
消
防
応
援
隊
の

学
生
の
う
ち
、
４
年
次
生
数
名
が
被
害
者
役

と
し
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
等
症
者
役
の
一
部
と
重
症
者
役
の
学
生

に
は
、
ム
ラ
ー
ジ
ュ（
＊
）
が
施
さ
れ
る
な
ど

し
て
、
参
加
学
生
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練

場
所
へ
移
動
、
想
定
す
る
爆
破
発
生
の
後
、

応
急
救
護
所
等
に
お
い
て
第
一
・
第
二
ト
リ

ア
ー
ジ
を
受
け
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
救
急
車

に
よ
る
搬
送
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

▲電車内の被害者役の学生。床も冷たかったです▲▼県警や自衛隊による救助・搬送開始！

＊
ム
ラ
ー
ジ
ュ

　

災
害
時
の
医
療
訓
練
な
ど
に
お
い
て
、
患

者
役
の
身
体
に
外
傷
や
出
血
な
ど
を
特
殊
メ

イ
ク
等
で
模
造
す
る
も
の
。

訓練を終えて
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大
の

学
今

県
内
初
！

養
護
教
諭（
１
種
）養
成
課
程
を
開
設

　

近
年
、
看
護
師
免
許
や
保
健
師
免
許
を
持

つ
養
護
教
諭
の
必
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

中
、
本
学
に
お
い
て
は
、
毎
年
、
養
護
教
諭

を
志
望
す
る
学
生
が
複
数
名
い
る
こ
と
や
本

学
を
卒
業
後
、
県
外
の
養
護
教
諭
養
成
課
程

に
入
学
し
た
学
生
の
例
も
あ
り
、
ま
た
、
県

内
に
養
護
教
諭
（
１
種
）
養
成
課
程
が
な
い

こ
と
等
を
踏
ま
え
、
27
年
度
か
ら
の
養
護
教

諭
（
１
種
）
養
成
課
程
の
開
設
を
目
指
し
、

昨
年
５
月
に
文
部
科
学
省
へ
申
請
し
、
協
議

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
27
年
２
月
４
日
付
け
で
、

教
員
の
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ

る
た
め
の
大
学
の
課
程
の
認
定
通
知
を
受

け
、
平
成
27
年
度
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お

い
て
、
養
護
教
諭
（
１
種
）

養
成
課
程
を
開
始
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
行
為
に
係
る

看
護
師
の
研
修
機
関

指
定
に
向
け
て

　

平
成
26
年
６
月
の
法
改

正
に
よ
り
、
平
成
27
年
10

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
特

定
行
為
に
係
る
看
護
師
の

研
修
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
９
月
以
降
、
厚

生
労
働
省
の
医
道
審
議
会

保
健
師
助
産
師
看
護
師
分

科
会
（
看
護
師
特
定
行
為
・

研
修
部
会
）
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
７
回
に
わ
た
り

検
討
が
重
ね
ら
れ
、
特
定

行
為
の
内
容
や
医
師
な
ど
が
作
成
す
る
手
順

書
の
記
載
事
項
、
特
定
行
為
研
修
の
基
準
等

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、「
特
定
看
護
師
に
係
る
看
護

師
の
研
修
制
度
」
に
お
い
て
、
大
学
院
に
お

け
る
包
括
的
研
修
を
行
う
機
関
と
し
て
指
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
学
的
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら

「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」

本
格
ス
タ
ー
ト

　

２
年
目
を
迎
え
た
文
部
科
学
省
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
、
平
成
26
年
度
は
地
域
内

の
８
名
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
予

防
的
家
庭
訪
問
実
習
の
試
行
訪
問
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
力
者
の
方
々
か
ら
は
、「
孫
と
話
す
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
楽
し
か
っ
た
」、「
学
生

さ
ん
が
来
て
く
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
ま

た
、
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
月
17
日
（
火
）
に
は
、
第
３
回
の
事
業

推
進
会
議
を
開
催
し
、
家
庭
訪
問
の
際
の
マ

ナ
ー
講
習
の
実
施
や
各
地
域
で
開
催
し
た
学

生
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
を
中
心
と
し
た
事
業
報

告
会
の
様
子
等
に
つ
い
て
、
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
野
津
原
地
区
お
よ
び
富

士
見
が
丘
地
区
の
79
名
の
方
々
に
実
習
対
象

者
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
予
防
的
家

庭
訪
問
実
習
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
課
題
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
関
係
者
の
み
な
さ

ん
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
今
後
と
も
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富士見が丘地区での事業報告会

野津原地区での事業報告会

・教職概論

・養護概論Ⅰ
・教育学概論
・生徒指導
・教育相談
・学校教育
　心理学
・教育課程論

・学校保健学
・教育方法論
・養護概論Ⅱ
・道徳教育と
　特別活動
・教育制度論
・養護実習
　事前事後指導
・養護実習Ⅰ

・養護実習Ⅱ
・教職実践演習

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

養 護 教 諭 科 目（選択）

卒 業 に 必 要 な 単 位
（看護師国家試験受験資格）

養護教諭科目（選択）の履修体系
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■ オープンキャンパス

　７月20日（日）、2014年度オープンキャ
ンパスを開催しました。県内外から高
校生、その保護者など314名の方々にご
参加をいただきました。
　例年好評をいただいている在学生に
よる合格体験談や学生生活に関する個
別相談を始め、模擬授業や骨密度・血
圧測定にも人気が集まっていました。
　参加者みなさんへのアンケート結果
等を参考に、今後、オープンキャンパ
スのコンテンツも充実を図っていきたい
と考えています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ ソウル大学学生交流
　７月20日から27日にかけ、ソウル国立
大学校看護大学から学部生５名、大学
院生２名、教員１名の計８名が本学を
訪れました。模擬演習や学部生・大学
院生による研究交流会、病院・保健所
への見学等を行ったほか、学生による
ウェルカムパーティでは、そうめん流し
やスイカ割りも体験していただきました。
　８月17日から24日には、本学の学部

生６名、院生１名、教員１名をソウル国
立大学校へ派遣しました。この交流プ
ログラムは、本年度で15回目を迎えま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 公開講座

　例年、学内で講演ごと数日に分けて
開催していた公開講座、今年度は、初
の試みとして９月６日（土）、大分市のホ
ルトホール大分において、テーマに沿っ
た４講演を一緒に開催しました。「災害
に備える看護職の役割」をテーマに、東
日本大震災時に救護班としての経験を
持つ本学の卒業生も講師に迎え、講演
を行っていただきました。
　また、２月には臼杵市公会堂におい
て「看護職が知っておきたい放射線の基
礎知識」と題して、講演を行っています。
　今後も開催場所などを工夫し、タイ
ムリーなテーマを企画するなど、地域
の方々により良い学習機会を提供して
いきたいと考えています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 第16回看護国際フォーラム

　10月25日（土）、「よりよい看護実践を
めざしたＮＰ教育と研究」をテーマに、
別府ビーコンプラザで開催しました。
今回は、米国ニュー
ヨーク大学校看護大学
校のジェイムセッタ・
Ａ・ニューランド先生
と韓国ウルサン大学校

医科大学臨床看護学科のチョン・ジェ・
シム先生をお迎えし、ご講演をいただ
きました。本学学長や教員による講演、
総合討論を行った当日は、254名の方々
にご参加をいただき、「とても満足」と
いった声も多くいただきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ ななせの里まつり
　11月２日（日）、隣接するみどりの王国
で開催された「第29回のつはるななせ
の里まつり」に参加させていただきまし
た。当日は、アイドルグループのライブ
や野菜販売、苗木の無料配布など様々
なイベントが行われているなか、本学
は今年も駕籠かきレースに５チームが
参戦。学生チームが２位入賞、ひょっ
とこチーム⁉が特別賞をいただきまし
た。血圧や体脂肪率・筋量測定などの
健康チェックのブースやCOC事業のPR
ブースも設置させていただくなど、地
域のみなさんと楽しい一時を過ごさせ
ていただきました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 米国コロラド大学
Kathy Magilvy名誉教授
によるCOC事業評価

　11月17日（月）、昨年に続き世界的
に著名な地域看護学の研究者である
Kathy Magilvy先生が来学され、本年
度のCOC事業（予防的家庭訪問実習）
で試行訪問している野津原地区の男性
宅に担当学生らとともに訪問、来年度



　平成27年度で第３回を迎えるホームカミング
デー。今年も草の実会、四つ葉会との協働で開催
させていただきます。卒業生のみなさんでお誘い
合わせのうえ、ぜひご参加ください。

ホームカミングデーのお知らせ

開催日 平成27年５月16日（土）

　今年のテーマは「color」。みなさんのご来場
を実行委員会一同、心からお待ちしています。

第18回若葉祭のお知らせ

開催日
平成27年５月16日（土）、17日（日）
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から本格実施する当該実習に対するア
ドバイスをいただきました。滞在中、
Magilvy先生には当該事業評価のほか、
講義や研究にかかるコンサルテーショ
ンにもご協力をいただきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 防災訓練

　12月３日（水）、学生、教職員参加の
もと、平成26年度の防災訓練を実施し
ました。避難訓練、消火栓や消火器を
使用した消火訓練のほか、今年度初め
て、AEDの使用訓練を行いました。
　AEDの使用訓練では、実習用のシ

ミュレータを使用し、昨年度、本学の
学生によって結成された消防応援隊の
メンバーによる取扱説明とともに、本
学教員も参加し心肺蘇生の訓練を行い
ました。
　消防応援隊のみなさんの協力により、
これまで以上に充実した防災訓練が実
施できました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 卒業研究発表会
　12月11日（木）、12日（金）の２日間にわ
たり、４年次生82名による卒業研究発

表会が行われました。自身が１年間か
けてまとめた研究内容を一人ひとりプ
レゼンテーションし、最後に学長から
の総括を行いました。
　卒業研究で最も評価が高かった学生
には、卒業式後に行われる学生表彰に
おいて、実験研究部門、調査研究部門
から、それぞれ１名に優秀賞が贈られ
ます。



　

私
は
本
学
を
平
成
17
年
に
卒
業
し
、
大
分

赤
十
字
病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

　

入
社
し
て
か
ら
の
最
初
の
４
年
間
は
整
形

外
科
病
棟
で
勤
務
し
ま
し
た
。
仕
事
に
も
慣

れ
リ
ー
ダ
ー
業
務
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

り
、
今
後
の
進
路
や
方
向
性
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
た
時
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
の
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
今
ま
で
あ
ま
り
経
験
で
き
な

か
っ
た
集
中
治
療
や
急
変
時
の
対
応
、
そ
し

て
救
急
外
来
で
の
勤
務
も
行
え
る
よ
う
に
な

ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
は
Ｏ
Ｐ
室
へ
異
動
と

な
り
、
日
々
手
術
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
安

心
・
安
全
な
手
術
看
護
を
追
究
し
て
い
ま

す
。
病
棟
勤
務
に
比
べ
一
人
ひ
と
り
の
患
者

さ
ん
と
触
れ
合
う
時
間
は
ぐ
っ
と
減
り
ま
し

た
が
、
そ
の
分
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
こ
こ

ろ
に
寄
り
添
っ
た
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
災
害
看
護
の
分
野
で
研
修

や
訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
私
の
勤
務
し
て
い
る
『
日
本

赤
十
字
社
』
と
言
え
ば
災
害
救
護
を
使
命
と

し
て
お
り
、
他
院
に
比
べ
災
害
医
療
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
多
い
病
院
で
す
。
入
社
時
よ

り
災
害
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
い
ざ

と
い
う
時
に
動
け
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

　予防的家庭訪問実習では、これまでの病棟実習ではみるこ
とができなかった実習協力者の方の生活を実際にみることが
できました。また、実際に家や生活状況をみることにより、
生活環境が与える影響や今後の生活について考えることがで
きました。なかでも地域には元気に暮らしていくための社会
資源がいくつもあり、それは地域で暮らしている人々にとっ
て重要であることを学ぶことができました。実習協力者の方
には訪問のたびに温かく迎えてくださり、とても嬉しく思い
ます。来年度はグルー
プメンバーと連携をは
かり実習協力者の方の
支援についてより深く
考えていきたいと思い
ます。
（Aグループ３年生）

　実習協力者の方の生活を知ることは、その地域の特性や他
の地域住民の生活を考えることにもつながり、個人から地域
に目を向けて、個人と地域に必要な支援を考えることができ
ました。グループに１年生から４年生がいるため、それぞれ
実習や講義で学んできた知識や技術を発揮し、先輩が後輩を
サポートしたり後輩の素直な発想や意見に先輩が感心した
りと各学年が刺激し合えた実習でした。予防的家庭訪問実習
を通じて学生と関わる個人が増えることによって地域で健
康な生活を維持する人が増え、地域の活性化につながるので
はないかと感じました。 （Eグループ４年生）

予防的家庭訪問実習を
通しての学び

昭和大学病院 看護師
樫山 健太さん（12期生）

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大分赤十字病院 看護師

増野 陽子さん（４期生）

ま
す
。
未
曾
有
の
大
震
災
と
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
で
は
救
護
班
と
し
て
被
災
地
へ
赴

き
、
被
災
地
へ
行
か
な
け
れ
ば
感
じ
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
事
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き

ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
私
に
と
っ
て
も

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
災
害
医
療

へ
邁
進
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
私
の
看
護
師
人
生
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ

て
も
ら
え
た
人
生
な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

す
。
研
修
や
訓
練
で
不
在
の
時
に
勤
務
し
て

く
れ
て
い
る
同
僚
や
、
や
り
た
い
こ
と
を
理

解
し
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
病
院
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
、
今
後
は
私
が
学
ん
だ
こ
と
を

病
院
に
還
元
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　

私
は
平
成
25
年
３
月
に
本
学
を
卒
業
し
、

そ
の
後
平
成
25
年
４
月
よ
り
、
昭
和
大
学
東

病
院
に
就
職
し
ま
し
た
。
昭
和
大
学
東
病
院

で
は
混
合
科
（
整
形
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原

病
内
科
、
神
経
内
科
、
脳
外
科
、
皮
膚
科
他
）

病
棟
に
て
１
年
勤
務
し
、
平
成
26
年
４
月
よ

り
昭
和
大
学
附
属
烏
山
病
院
（
精
神
科
）
の

ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
混
合
科
と
い
う
病
棟
で
あ
っ

た
た
め
、
様
々
な
範
囲
の
疾
患
を
学
習
し
、

処
置
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
看
護
技
術
も
様
々

で
し
た
。
そ
の
た
め
毎
日
少
し
ず
つ
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。
私
は

毎
日
、
家
に
帰
り
そ
の
日
に
行
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
復
習
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
新
し
い
環
境
で
私
は
疲
弊
し
て
お

り
、
も
と
も
と
精
神
科
を
志
望
し
て
い
た
た

め
、「
希
望
じ
ゃ
な
い
科
で
勉
強
し
て
も
結

局
そ
の
う
ち
必
要
無
く
な
る
だ
ろ
う
。」
と

い
う
思
い
が
あ
り
、
学
習
も
ど
こ
か
身
が
入

ら
な
い
ま
ま
１
年
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
の
現
在
は
、
私
の
希
望
も
あ
り
精

神
科
の
救
急
病
棟
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
精

神
科
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
、
合
併
症
を

罹
患
し
て
い
た
り
、
暴
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
外
傷
を
伴
っ
て
病
棟
に
運
ば
れ
た
り
と
、

患
者
さ
ん
の
状
況
も
様
々
で
す
。
そ
の
た

め
、
精
神
科
と
い
っ
て
も
様
々
な
知
識
や
看

護
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
忘
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
昨
年
に
ま
と
め
た
ノ
ー

ト
を
見
て
学
習
し
直
す
な
ど
し
て
対
処
し
て

い
ま
す
。
自
分
が
必
要
無
く
な
る
だ
ろ
う
と

勝
手
に
思
っ
て
い
た
昨
年
の
経
験
や
学
習
・

看
護
技
術
が
現
在
活
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

初
め
て
「
あ
の
時
も
っ
と
深
い
学
習
を
し
て

お
け
ば…

。」
と
後
悔
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
し
て
い
る
領
域
を
学

習
し
た
い
、
そ
こ
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
こ
で
働
く
こ

と
が
出
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ど
ん
な
領
域
で
も
、
働
い
て
い
く
中
で
必
ず

必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
も
、
無

駄
な
学
習
な
ん
て
無
い
、
と
い
う
こ
と
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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あ
な
た
は
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
？

こ
の
答
え
の
90
％
は
、
あ
な
た
の
生
活
習

慣
で
決
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

る
一
つ
の
決
定
的
な
生
活
習
慣
で
決
ま
る

わ
け
で
は
な
く
、
数
多
く
の
生
活
習
慣
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
の
北
東
部
、
国
東
半
島
沖
６
㎞

に
あ
る
姫
島
は
、
総
面
積
６
・
87
㎢
、
人

口
２
、１
８
９
人
、
世
帯
数
９
１
３
の
離

島
で
す
。

　

姫
島
村
の
高
齢
化
率
は
33
・
６
％
で
す

が
、
要
介
護
認
定
率
は
11
・
６
％
（
大
分

県
18
・
４
％
）
と
低
く
、
健
康
寿
命
は
男

性
76
・
10
歳
（
全
国
70
・
42
歳
、
大
分
県

69
・
85
歳
）、
女
性
82
・
19
歳
（
同
73
・
62

歳
、
73
・
19
歳
）
と
極
め
て
高
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
健
康
増
進
等

事
業
と
し
て
慶
応
義
塾
大
学
と
共
同
で
姫

島
村
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
肥
満
度
は
男
性
で
や
や
高

く
、
女
性
で
は
痩
せ
お
よ
び
肥
満
が
少
な

い
傾
向
で
し
た
。
ま
た
、
運
動
機
能
で
は

男
女
と
も
10
ｍ
全
力
歩
行
速
度
だ
け
が
全

国
値
よ
り
有
意
に
高
く
、
そ
れ
以
外
は
低

い
傾
向
で
し
た
。
身
体
活
動
で
は
１
日
の

歩
数
は
、
65
〜
74
歳
で
男
性
８
、０
５
８

歩
（
全
国
６
、７
０
３
歩
）、
女
性
８
、５

１
６
歩
（
同
５
、７
０
５
歩
）
と
全
国
値

よ
り
も
高
く
、
身
体
活
動
時
間
も
厚
生
労

働
省
の
目
標
値
で
あ
る
40
分
／
日
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
身
体
活
動
量
と
運
動
習
慣
を
有

す
る
者
の
割
合
は
全
国
並
で
し
た
が
、
自

転
車
を
毎
日
利
用
す
る
者
の
割
合
は
男
性

32
・
８
％
、
女
性
63
・
９
％
で
、
全
国
値

（
10
〜
35
％
）
と
比
べ
る
と
特
に
女
性
で

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
姫
島
村
の
高
齢
者
は
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
を
特
に
多
く
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
一
日
の
歩
数
が
多
く
、
自

転
車
利
用
頻
度
が
高
く
、
身
体
活
動
時
間

（
家
事
、
農
作
業
等
）
も
長
く
、
こ
れ
ら

が
歩
行
能
力
を
高
く
維
持
し
、
活
動
範
囲

を
広
め
、
社
会
参
加
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
し
て
孤
立
を
防
ぎ
、
認
知
機

能
や
運
動
機
能
の
低
下
を
予
防
し
て
い
る

と
い
う
の
が
健
康
寿
命
延
伸
の
一
因
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
は
九
州
本
島
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
20
分
と
近
く
、
人
口
密
度
も

適
度
で
、
温
暖
、
適
度
に
狭
く
、
平
地
が

多
く
、
こ
れ
に
よ
り
自
動
車
が
少
な
く
交

通
事
故
が
全
く
な
い
等
、
気
候
や
島
と
い

う
環
境
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
、
３
名
の
医
師
が
常
駐
す
る
立
派
な
診

療
所
が
あ
る
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
さ
ら
に
、
家
族
構
成
、
食
習

慣
、
趣
味
、
生
き
甲
斐
、
休
養
、
ス
ト
レ

ス
、
社
会
参
加
、
人
間
関
係
、
健
診
デ
ー

タ
等
の
解
析
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

少
子
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、「
予
防
し
、

治
し
、
支
え
る
」
医
療
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
健
康

づ
く
り
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
保
健

師
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
当
面
、

次
の
よ
う
な
２
つ
の
課
題
解
決
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
①

保
健
師
の
役
割
は
「
保
健
指
導
」
で
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
現
在
の
法
制
度
の
下
で
は
、

療
養
者
に
対
す
る
保
健
指
導
は
保
健
師
が

自
律
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
人
び
と
の
中

で
、
服
薬
者
を
含
め
た
療
養
中
の
人
の
状

態
を
明
ら
か
に
し
、
療
養
中
の
人
に
対
す

る
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
の
必
要
性
を

提
案
で
き
る
事
態
分
析
を
行
う
こ
と
で

す
。
②
保
健
指
導
で
重
要
と
さ
れ
る
対
象

者
の
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
「
自
己
の
行

動
変
容
」
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
保
健
師
の
役
割
拡
大
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

実
態
分
析
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。

　

現
在
ま
で
に
得
ら
れ
て
い
る
研
究
成
果

は
、
①
地
域
住
民
の
服
薬
に
関
す
る
実
態

調
査
の
結
果
、
服
薬
率
は
56
・
６
％
で
、

年
齢
と
と
も
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
②
約
１
０
０
０
人

を
対
象
に
３
年
間
の
横
断
的
調
査
を
行

い
、
生
活
習
慣
病
の
状
態
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
図

は
、
高
血
圧
症
で
服
薬
し
て
い
る
人
の
３

年
後
の
病
態
変
化
を
示
し
た
も
の
で
す
。

「
正
常
血
圧
」
と
さ
れ
て
い
た
人
の
う

ち
、
３
年
後
に
「
悪
化
」
に
移
行
し
た
人

は
56
・
９
％
で
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
実

態
が
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、「
喫
煙
」、「
飲

酒
」、「
運
動
」
の
生
活
習
慣
に
関
し
て
、

半
数
以
上
の
人
に
改
善
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
態
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、

保
健
師
に
よ
る
適
切
な
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
重
症
化
の
予
防
な
ど
に

よ
り
高
額
化
す
る
医
療
費
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

疾
病
罹
患
者
に
対
す
る
保
健
指
導
に
関
す
る

保
健
師
の
役
割
の
研
究

な
ぜ
姫
島
村
は
健
康
寿
命
が
長
い
の
か
？ 

地域看護学研究室 講師

赤星　琴美

健康運動学研究室 教授

稲垣　敦

図
：「
正
常
血
圧
」
と
さ
れ
て
い
た
人
の
3
年
後
の
血
圧

　
　（
高
血
圧
症
に
よ
り
服
薬
し
て
い
る
人
）

（
収
縮
期
血
圧
）

（拡張期血圧）

研　究　紹　介
Re se a rch  i nt roduc t ion  

7 風のひろば　vol.5　2015  MARCH



http://w
w
w
.oita-nhs.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　本学からの情報発信と利用者間の交流を目的と
した本学の公式フェイスブックにアクセスしてくだ
さい。
　日々のちょっとしたエピソードも掲載中！

http://www.facebook.com/OitaNHS/

附属図書館をご利用ください。
　附属図書館では、みなさんにおススメの本を紹
介する「企画展示」や広報紙「図書館だより」をWeb
で創刊し、新着図書の情報などをお知らせしてい
ます。
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ぞご利用ください。

大分県立看護科学大学附属図書館
TEL 097-586-4330
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○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
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vol.5
「国民保護共同○○訓練」！！問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
【締め切り】 5月22日（金） 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ
　パソコンやスマートフォン等の普及で日常的に肩こりを
感じる方も多く、腰などに症状が広がる場合もあります。
重い病気ではないからといって放っておかず、悪化させ
ないよう対処しましょう。

肩こりの原因
・背中を丸めた姿勢（携帯電話操作時の姿勢等）…頭
を前に傾けた姿勢を続けると筋肉を緊張させます。
・冷え…筋肉が縮んで固くなります。
・ストレス…自律神経の乱れから筋肉が緊張し、固くな
ります。
・その他…歯の噛み合わせが良くない、貧血・低血
圧、枕の高さが合っていない、なで肩の骨格などあり
ますが、一度起こった肩こりの不快感や痛みがストレ
スになり、更に悪化させる悪循環の原因にもなります。

肩こりの対処法
❶肩こりは温める？ 冷やす？
　捻挫や打撲など、急に激しく痛む怪我は冷やして治
療しますが、肩こりのように日常でいつの間にか辛い症
状が出てくる場合は温めることが効果的です。ただし、
筋肉の炎症がひどい場合は冷やした方が痛みが和らぐ
場合があります。

❷肩甲骨を動かそう
　肩甲骨は、背中側にある肩と腕をつなぐ骨です。肩
甲骨の動きが悪くなるとその周りにある肩の筋肉も固くな
りやすく、肩こりにつながります。肩こりを感じた時や原
因となる姿勢を長時間おこなった時は、肩甲骨から動か
す意識をしながら肩を回したり（肩に手を添え、腕を大き
く回すなど）肩を後ろに寄せるストレッチ（胸を張り、肘を
後ろに引くなど）をしましょう。

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

24日（金）

13日（水）
16日（土）
16日（土）~17日（日）

27日（土）

19日（日）

29日（土）

全学スポーツ交流会

キャンパスクリーンデー
ホームカミングデー
若葉祭

大学院説明会

オープンキャンパス

大学院入学試験

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。


